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山 下  慎  二 (都立大理)The hyperbolic Fe」 6r and FoRiesz theorem

'1981年
年会において望月,荷 見両氏は Fej6r‐F.Riёsz(FRと 略す)の定理を多変数で考察

された。ちょぅど同じころ私は FR定 理が非ユークリッド幾何の言葉で置き換えても正ししヽこと

を発見していた。すなわち,cは 円板 D二 |lzl<11内の非ユークリッド長さLの ジョルダン曲線

とし,ノ はDか らCの 囲むジョルダン領域の上への一対一等角写像とすれば,Dの 各直径のノに

よる像の非ユークリッド長さは L/2よ り大きくない。ここに分母の2は最良である:周 知の様

に FR定 理は IP面 数に関する定理 (FRl定理)の系としてでる力ち FRl定理の非ユークリッド

化は正しいが,そ の系として非ユークリッドFR定 理が出るわけではない。

2:瀬  川  重  男 (大同工大)・多 田  俊  政 (大同工大)Martin完 閉化の擬等

角非不変性

M a r t i n完 閉化が擬等角写像で不変であるかどうかは古 くからいわれている (例えば H. L .

Royden:Ann.4cad・ SCi.Fenn。 ,249/5(1958))問 題であるが, A.AncOnaの 例 (Ann.Inst.

F o u r i e r , 2 8 ( 1 9 7 8 ) )によれば,こ れが否定的であることを報告する。

3.志  賀  啓  成 (京都産大理)開 Riehann面 の擬等角変形について (I)

IR21胃=0を開 Riemann面,九;RO→Rれをκη一qo c。で,1勢`η=1を みたすものとする。周知
のように,擬等角写像ん は,R。,Rηの Royden cOmpact化の間の同相写像九*に拡張で

きる。そのとき,

鞠野慇(プル‐(ん(α))=叫°(α)Vα∈R。

ここに,gは R。の Royden compact化 の境界上の有界連続輌数,瑠 はその Dirichlet解。

同様のことは cOmpact bOrdered Riemann面 上の (通常の)Dirichlet解 についても正 し

い。この場合, gを 任意の可解な函数としたとき上のような結果は, もはや正 しくないが, |二|

にある条件をつければやはり成立し,変 分公式も得られる。次に,R上 の擬距離 αl(α,b)=sup

ll乞(α)T2(b)|;DR(2)=llを考える。このとき,靭 d争幌 (α),■(b))=diο(α,b)。この結果はEDに 2)
内のある核函数の Dirichlet normの連続性とも解釈できる。また,ん によって引き起こされ

る (九)1についても言及する。
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4。志 賀  啓  成 (京都産大理)開 Riemann面 の擬等角変形についてくI)

本講演では,ま ず (I)で 得られた,co m p a c t  b o r d e r e d  R i e m a n n面上の Dir i c h l e t解

の連続性を,no d eを 持った面の squ e e z i n g  d e f o r m a t i o nで論じる。SOをそのような面 と

し,lS . ,九|(ん;S2→ SO)が等角位相の意味で,島 に収束しているとする。もしαが SOの境界

のある par t内 の点なら,Vg∈C(a  S O )に対し,

lim馬ル.(Jn l(α))=i貯(α)。

αがそのような partに あれば,右 辺は意味がないが,左 辺の各項は定義でき (<島 ,SO,ふ>

が factored through島 +1)であつても,左 辺の極限が存在しない例がある。

次 に,Widom classの 面は qc一 不変でちい例 を示す。更 に,0≦ ι≦1に 対 し,J3;島 →R3;

馬 ―qoC.,I]学K8=1で ,各 R3(ι>0)は WidOm classの 面であるが,島 (∈043)は WidOm

classでも,AB一 分離でもないような例を示す。これは COmpactな 部分の変形だけではT

―空間の近傍にはならない例を与える。

5。 田 頭  英  敏 (北大理 )開 リーマ ン面上における Koebeの 定理

Rc Ocと する。点 zO∈Rを 取 り,R一 IZ ol上に距離 ffaが定義され,又 ,コ ンパクト閉円板

κ⊂Rを 取 り,R。=R― K上 に距離 dR。が定義される。lγπl稚1を互いに素なR内 に集積しない弧

の列とする。次の条件 (A),(B)を 考える。

(A) =δ >0, 3α 2, b"∈γπ s.t.″ z。(α",bη)>a

( B ) =δ >0 ,  3  απ, b "∈γη s. t . d R。(απ,b. ) >δ

条件 (A)の下で Bob o cと MO C a n uが ,条 件 (B)の下で田中が,Ko e b eの 定理 をリーマ

ン面上に拡張した。ここでは,こ れらが夫々 Riesz型 の定理,又 は Beurling型の定理に帰

着されることを示したい。

命題Ao RCOc,R'C UrrB,ノ:R→R′を非定数 Fatou写 像とする。d′を R'の マルチンコ

ンパクト化 R庁 における星巨離,α
′
(E)をE⊂R'の 直径とする。このとき,

・
条件 (A)⇒lim infd'(バγη))>0。

命題B.RC OG,R′ ∈晩Ⅳ,ノ:R→R′を非定数 Dirichlet写像で,R'の 点が全て Beurling

の通常点になっているものとする。C′を R'の倉持コンパクト化における容量とするとき,

条件 (B)⇒lim infこ'(ノ(γπ))>0.

従って,R'の 境界点まで込めての Koebe型 の定理が成 り立つことが分る。
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6.上  田  英  靖 (大同工大)on the grOwth Of ent:re functions of Order

:ess than 1/2

ノを位数ρ<÷の整函数とすれば
littrup 10g π*にノ)/π(■ノ)≧ηcot η

が成り立つことが知られている。ただし,π(■/1は ノの特性函数,πホにノ)=吾算 |ノ(2)|と

する。

特に,ノがmilimal type(0<ρ<与)の場合には,
log π*(ち,/1>ζρcotπρ・π(r2,ハ

が成り立つような非有界列 IЪIが存在することが半Jっている。ここでは,mean typeの場合

について,次 の結果を報告する。

定理 ん (r)を次の条件 (|)― (lv)を満たす函数とする。

(|)γ ≧1で 正値連続,(‖ )ん (r)→o(γ→∞),

(Ⅲ)任意のs>oに対して,ん(s→/ん(γ)→1(γ→∞),(lv)∫∞ん(ι)ι~lα ι=∞。
ノを位数ρ(o<ρ<÷),mean typeの整函数とすれば

log π*(■ノ)>″ρcotπρ(1-ん(γ))π(■ノ)

が,あ るγの非有界列に対して成り立つ。

ア.戸  田  暢  茂 (名工大)sOm e  n O t e s  o n  a s y m p t o t i c  v a l u e s  o f  m e r o m oに

phic functiOns of smooth growth

ノ(z)を lzl<∞ での非定数で位数 ρ(o≦ρ<=)の 有理形関数とする。これに対して,Hayman

(Acta Math.141(1978))は , ρ>o‐でノが perfectly regular growthの とき, また,Yoshida

(Hiroshima Matho J。11(1981))は,こ れを拡張して T(■/1が り Fup T(″毎ノ)/κ
ρ T(グ,ノ)

≦1(b>1)を みたしているとき,δ(α,ハ>2ρなるαは漸近値であることを示した。そして:共      |
にこれが sharpか どうかを問うている。そこで, ここでは, これらの結果が sharpで ないこ

とを報告する。
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8.吉  田  英  信 (千葉大理)シ リンダー,コ ーンでの Nevanlinnaノ ルムとそ

の応用

次の定理は Ah l f o r sの c o n v e x i t y定理 としてよく知 られています (A h l f o r s , H e i n s )

「
I(又 は 1)。 π(z)は lZ=κ 十 ″ ;一 ,<κ

<サ ,一 ∞ ≦ lα<υ <b≦ +∞ |(又 は lz=γ O";

一サ<θ<サ,0≦η<γくЪ≦+∞|)で劣調和な関数で,

野珊p20≦0他<υ<の(兜̀混親)πO≦0(・<r<a)

を満たすとする。今,

π(υ,0=I:γし十jωcosχαγ
(α<υ<の

(れに→=二ち2(γσ
θ)COsθdθ(γl<γ<%))

( N e v a n l i n n a  n o r m )とおくとき,π (υ,2 ) (π(r 9ω)は族lαぴ十βσ
yl( lαγ+β F l l ) |こ関して

convex‐ である。」

Ⅱは Ahlfors,Huber,Dinghas,Kuran等 によって, half―Spaceに 拡張された。 ここで

は, Iを ,有 限個のなめらかな超曲面によって囲まれた領域 D⊂Rπに対するcylinder D×(α,b)

での劣調和関数に, Ⅱを,half―spaceを 含む,有 限個のなめらかな超曲面によって囲まれた単

位球面 Sη
~〕

上の領域Dに 対する cone lに θ);0≦rl<γ<γ2≦十∞,θ∈DIで の劣調和関数に

拡張し,その結果としての Phragme■―Lindelёfタイプの定理に言及する。

9.村  井  隆  文 (名大理)The bOundary beha宙our of Hadamard lacunary

s e r l e s

単位円板D内の解析函数 g(Z)と複素数 ζ(lζl=1)に対して,g(2)が ζで漸近値 (asymptO―

tic value)を持つとは,D内 の曲線γでγ∩OD=lζlとなるものが存在して,g(z)が γに河も

て (lzl→1,多∈γ)極 限値 を持つことである (ここに,lg(z)|力 γゞに添って発散する場合も込める)。

g(z)が Maclane ttAに 入るとは,OD上 の1桐密な集合が存在 して,こ の集合の各点で,_g(z)

が漸近値 を持つことである。D内 の解析函数 (1)ノ (Z)=ΣαんZπたが Hadamard lacunaryで あ

るとは,実 数 g>1が 存在 して,(2)a+1/毎 ≧g(ん≧1)を 満たすことである。

Maclane は Asymptotic values of h01omorphiC functions,Rice Univ.Stud.Vol.

49(1963)に 於て族■を定義 し, この族 に入る函数の諸性質を研究 した。 同論文に於て次の結果

がよく知られている;11)で与えられたノ(2)がσ>3を 満たすならば,ノ∈ス・」この命題の α>3
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を σ>1に 変え得るか否かと言 う問題が, AndersOn,Binmore,HOrnb10werら によって議論

された。この講演の目的は,こ の問題の肯定的解答を報告することである。(定理 1)
「Hadamard lacunary series lま4に属する。」(1)で与えられた ノ伝)が lim sip lαλl<∞
を満たすならば,ノ∈スなることは既に知られている。我々の手法は次の定理を与える。(定理 2)
「lim sup lαた|=∞ ならば,ノ(2)は oDの 各点で漸近値を持つ。」

又,我 々の手法の副産物として,い くっかの定理を得る。

(系3)(BinmOre)「lim sup lαた|>0な らば,ノ(2)は有限な漸近値を持たない。」

(系4)「/(2)が annularで ある為の必要十分条件は lim sup lαλl=∞.」 .

10。水 田  義  弘 (広島大総合科)調 和関数の境界挙動につぃて

半空間 R隼=lκη>01上 の調和関数 %が ,条 件

ズ千lgrad 2(κ)lpκ″dκ<∞
を満足しているものとする。ただし,p>1,α <ρ-1。 このとき,境 界 oR筆上の集合Eで ,

(η一ρ+α)次 のハウス ドルフ測度が零であり, さらに次の性質を満足するものが存在する:
Vξ∈oRT―E,・Eξ⊂Rtt sot.

(|)Elfは ある意味で,ξで尖細である

(||)C(ξ%,R撃―Eξ)=C(ξ,2,ιξ)

ここで,ι′ξ=lξ+(0,…,0,3);ι>01か つ

C(ξりし,24)〒月02(∠∩B+(4γ)),3+(ξ,γ)=|″∈R筆;lκ―ξl<γl

η=ρ=2,α=0の とき,JacksOnはξでminimally thinであるErをもって同様の結果
を得ていた。条件 (|)は,minimally thinよ り強い条件であることに注意する。

11.池  上  輝  男 (阪市大理)調 和空間の endの Dirichlet問 題

調和空間Xの 相対コンパクトな開集合Dに おける Dirichlet問題に関して次の興味深い結果
が得られている:

(1)(Frostman)κ∈oDの ときⅣκ=lιε″十(1-ι)ε∬＼to≦i:≦11(但しNκ=lμ;κに収束する
Dの点列 lαπlが存在して ε」)D→μ(vaguely)|)

(2)(Lukeこ)OD＼D7.クが negligibleのときchs D=Dreg(イ旦しDreクは Dの regular

pointsの集合,Chsプ はプで連続,Dで 優調和な関数の cOneに よるchOquet境 界)
( 3 ) D＼ D r e gが n e g l i g i b l e⇔ K e l d y c h  O p e r a t o r  Lノ は唯

一 つ ,従 っ て Lノ=夏 ノ
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本講演ではこれらをXの end G(X＼ Gが コンパクト)の rЧ Xの 可解コンパクト化)におけ

る閉包において論ずる。

(1)はendよ りも一般の場合に拡張される。(2),(3)においては X*と しては Xの saturated

(semi‐regular)コ ンパクト化をとる。

12.渡 辺 ヒ サ 子 (お茶 の水女子大理)掃 散測度の一意性 について

局所 compact Hausdorff空 間X上 の連続関数核Gが 優越原理を満足し, どんな空でない開

集合もnon―negligibleであるとする。このとき,Gもadioint核こも掃散原理を満足すること

はよく知ら1にている。 さ らに Gに 関する興菫術ヒな pOtential か らなる convex cone が ada―

ptedで あることを仮定すれば,compactな 台を持つ正測度の任意の閉集合 (nOn_negligible)

への掃散が可能である。岸の基本定理を閉集合に対して成り立つ形に拡張し,そ れを使って,任

意の二つの連続な potentialの minimumに 閉集合上で noe.に等しい potentialが存在する

ことを示す。さらに Gが nOn―degenerateで あれば,energyが 有限であるような掃散測度

は,一 意に決まること等を示す。

13.二  宮  信  幸 (阪市大理)集 合 が可容 であるための条件

Rπ(π≧3)に おいて,ニ ュー トン内容量と外容量を Ct,Ceで 表わす。任意の点集合 Eに 対

して

uθ(E)=10;O open, Ca(E-0)=01

それに属する一つの 0に 対 して

u。(E,0)=10′;0′∈u。(E),0′⊃0-(E-0)|

とする。正の測度 μと 0∈仇 (E)に 対 して

μθ(0)=infμ(0')(0'∈U。(E,0)),μ。(E)=infμ。(0)(0∈llJ。(E))

とする。Ceを Cιで置換 えて,同 様に υι(E),じ (E,0),μι(0)及 び μι(E)を 定義する。この

とき,エ ネルギー有限な任意の正の測度μに対 して μθ(E)=μι(E)で あるならばEは 可容であり,

逆 も正 しいことを示す。
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14.伊 藤 正 之 (名大理)Characterレation of 10garたりmiC type kernelS

2次 元ユークlリッド空間上の対数核はガウス半群の性質からポテンシャル論的性質が決っている

と考えることが出来るも両者の関係 を一般化することに依 り,局 所コンパクト上の対数型合成核

を定義する。

実合成核 (実 Radon淑 J度)Ⅳ が対数型であるとは,あ る Markovか つ回帰的な合成半群

(α3),≧0が存在 して (存在すれば唯一),全 淑1度0,コ ンパクトな台を持つ任意の実 Radon測 度

に対 して,

N*μ=f∞αttμdι(又は′Ⅳ≧N*αぉ卵型土ギユL=ε)
とかける時に言う。

対数型核は対数核と同様,ポ テンシャル論における良い性質を持つことは言うまでもない。本

講演では,半 最大値原理等を用いて,対 数型核を特徴付け,対 数型核が存在する局所コンパクト

アーベル群は本質的には R2に なることを報告する。

15。伊 藤  正  之 (名大理 )・鈴 木  紀  明 (名大理 )Sem卜 babyabil比 y Of

real convolut:on kernels

局所コンパクト可換群χ上に,伊 藤によって定義された対数型合成核Nは ,任 意の開集合に半

掃散可能である,即 ち,X上 の任意のコンパクトな台をもつ非負ラドン測度μと,任 意の空でな

い開集合ωに対して,次 をみたす非負ラドン測度 μ
′
と実数αが存在する:

(1)/α/=/αμ,supp鞣′)⊂丁
(2)Ⅳ*μ'+αξ≦Ⅳ*μ on χ

(3)Ⅳ*μ′+αJ―
―Ⅳ*μ in ω,

ここでξはX上 のハール測度とする。

本講演では,あ る付加的条件の下で,実 合成核が対数型であることと,任 意の開集合に半掃散

可能で,周 期をもたないこととは同値であることを述べる。これは Choquet―Denyの ハント合

成核に関する結果と類似するものである。
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16.泰  野   薫 (島根大教育).―重層 0-potenJalの 方向微分の曲面上での

H。lder連続性について

昨秋の学会において,一 重層 λ―potentialの ι次導関数の接線方向微分 巧浩
‐Dι可 が

C∩B(κ°
,7)上 で H101der連 続であるための一つの条件を報告した。ここでは,そ の拡張 とし

て一重層 Φ―lotentialの 方向微分が,曲 面上で Hδlder連 続になるための十分条件を報告する。

π次元ユークリッド空間 R"内 のん次元 (2≦ん≦η-1)Cl― 曲面 Sが 一様に α一condition

(0<α≦1)を みたすとする。核 のは条件 :ω∈C3(Rπ_101),|。 (κ)|≦Clκl~λ
+1,|。

厨浅分所F(")|

≦C膨 |~λ
~2,0(ん

→ =んHた~DO(κ)(ん>0,κ +0)を みたすとする。密度関数を√とする一重層

0-potentialを 可(")=10(χ 一υ)バυ)dS(υ)と定義する。

定理。上の 0の 条件にカロえて,ξ+0,た +1≦ j≦πに対し,1名発ナ
主(ξ)|≦C(α+1+。十ξλ清 lξl―

λ-1

が成 り立つとする。ノがS上 で α一Hblder(0く α<1)連 続ならば,方 向微分 場を可 は S上 で

α一H(51der連 続である。

17.:酒 井 ,良 (都立大理)変 分不等式による quadrature dOmainの存在証明

について

筆者は昨年,自由境界を持った Hele―Show f10Wsについて,弱解をquadrature dOmain

により定義 し,そ の存在と一意性 を示 した。最近,Elliott―Janovsk,と Gustafssonは 変分

不等式による弱解 を定義 した。Quadrature domainに よるものはあつかう関数族 を Ll内 で

考えるのが自然であり,変 分不等式によるものは L2内 で考えるのが自然であつて先験的には相

異があると思われる。ここでは二つの弱解が一致することを示 し,さ らに変分不等式による qu―

adrature domainの 存在証明を与える。

18。大津賀  信 (学習院大理)Perimeterの 近似 と応用について

de Giorgi[Ann.MatoPure Appl.Ser.4,36(1954】 において証明された perimeterの

近似定理を若千精密化し,つ ぎに,こ れと Giorgi[Ricerche Mat.4(1955)]の他の結果を応

用して,極 値的長さに関する Ziemer[TranSoAmero Math.SoC.126(1967)]の 定理を,カ レ

ントを用いないで証明する。
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19.谷  口  雅  彦 (京大理)閉 リーマン面上の正則一次微分と measured fOlia‐

tiOn :こつ ぃて

∧
Ъ を種数 gの 閉リーマン面の Augmented Teichmiller空 間とし,各 R∈ 先 に対 し

4(R)を R― lnodesl上の二乗可積分な正則一次微分全体とする。このとき各 θ∈4(R)に対 し
θ2か ら得られる measured foliation(二勁 io e.F=IImθ=ol,αμ=IIm列 が対応すること
から,■ 上での正則一次微分の measured foliatiOnとしての収東性 (MF一 収東)が考えら
れる。このとき MF― 収東と計量的収束との関係が問題となるが,Teichmiller空 間上で両者
が一致するということは Hubbard―Masurの 結果 (Acta Math。142)に 面plicitに含まれ
ている。ここでは次の結果を報告する。

∧
定理.Rた が ROに ■ 上で収束するとし,各 んに対 し み∈∠(Rた)と する。このとき (|)ら

が島に計量的に収束すればMF―収束する。(‖)aが 島にMF―収束し,かつ ‖み‖Rたが一

様有界ならば ら は 島 に計量的に収束する。

20.加 藤  崇  雄 (山口大理)リ ーマン面上の有理型函数体について

R,Sを 閉リーマン面,″ (R),M(S)を 各々 R,s上 の有理型函数体 とする。″(R)と ″(s)
が C―同型ならば,Rと sは 等角同値になることは古 くから知 られている結果である。ハインズ

は ″(R)と ″(s)が (抽象的な)体として同型であってもRと sは 等角同値にならないことを種数
1の 面の組の例 を作ることによって注意 した。本講演では種数 2以 上でもそのような例が存在す
ることを注意する。 さらに Rを υ

2=Hκ _1)(″―αl)・…“(κ―αη_1)で定義 された種数 クの超

楕円的面とする。このとき ″(R)と ″(s)が同型ならば必ずRと sが 等角同値になってしまうよ

うなRに 対応する (αl,・… α̈″_1)の集合は Cη
-1内

で測度零であることを報告する。g=2の 場

合にはさらに詳 しく論ずることができる。
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21.栗  林  暉  和 (中央大理工),栗  林   泉 (筑波大数学)Riemann‐Hurwitz

の関係式から得られる Riemann面 の族について

Riemann tt Rの種数をg,Rの 自己同型群の部分群をG,Gの 位数を♯(G)=η,R/G=

RO,ROの種数を90として Riemann―HurwitZの関係式

(*)2g-2=2(29。-2)十π力1(1,チう
が成立つ。逆に g,π を与え,関 係式 (*)を 満足する正の整数 均≧2を 与えるとき,種 数 gの

Rie血ann tt Rが ,種 数 90の Riemann tt ROが R。=R/G,♯ (G)=η であるように存在す

るかという問題について調べる,g=3の 場合には既知であるがその正確 な意味づけを行 う。そし

てこのようにして生ずる Riemann面 の族 Fηについてその連結性 を示す。さらに Fちに解析構

造を導入 し,Fπ の covering surface(=Teichmiller space)を 考察する。そして Moduli

の空間における特異点の具体的な表示 を与える。

22.守  谷  良  二 (立正 大教 養 )・吉  田  克  明 (日大理 工 )On Weierstrass

p o i n t s  o f  R i e m a n n  s u r f a c e s  d e f i n e d  b yグ
=κ ( " - 1 ) (κ

一 ιl) ( "一ι2)・

種類 3の no n―h y p e r e l l i p t i c  c o m p a c t  R i e m a n n面の We i e r s t r a s s  p o i n t sの個数 をN

とすると

8≦N≦ 24

1    で
あることが知 られている。

|      さ て,ν
3=χ

(κ_1)(■
―ιl)(κ一:2)で定義された Riemann面 について,N=23と なる

I     Riemann面 は 2次 元の族 をなし,N=20と なる Riemann面 は 1次 元の族 をなし,Ⅳ =17と

なる Riemann面 は有限(固であることは知 られている。

|      こ こでは,weierstrass pointsの 座標を具体的に表現 し,そ れらが自己同型群 をどのよう

に規定するかを考察する。

特に,N=17と なる Riemann面 について, 自己同型群の位数は 6に 限ることを示す。
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23口古 沢  治  司 (金沢女子短大)あ るフックス群の基本領域の性質 とその応用に

ついて

単位円板 Dに 作用するフックス群を Gと するとき,面 D/Gが 型 (g;ι,2,π)な るリーマン     |

面ならば,Gは 型 (g;J,2,π)で あるという。ここでgは 種数,ιは分岐点の個数,πはパンーク     |

チャの個数,そ してπは穴の数である。このとき,次 の定理が成り立つ。                |
|

定理.有 限生成フックス群が ηtt π>oな る型をもつとき,こ の群は適当な 2g+ιtt ηtt π-1

個の生成元の巡回群の自由積で表現できる。さらにこの群は標準的な基本領域をもつ。

注意.無 限生成フックス群は巡回群の自由積であることはよく知られている。.

特に ιtt π=o,π >oの とき,む はショットキー群となる。この定理を使って,い くつかの応用

例を示 したい。たとえば,有 限生成第 2種 フックス群のハウス ドルフ次元は, 1よ りも小である     |

(A.Beardon,1971,Acta.Math。 )等 が示 される:

24.赤  座   暢 (金沢大理)・井 上  克  己 (東北大理)あ る georrletFtally

finiteな Klein群 の limit setについて

Cl,……0,Cρ(p≧3)を c上 の円群で, どの円の内部も他の円の外部に含まれてぃるとする。

%を 円 Ctに 関する反転 とし,lχl他1に より生成 される反転群 をcと する。■=7 p・χ(J = 1 ,…,

ρ
-1 )と おけば, |■1僧Iで 生成される G*は [G : G * ] = 2で あり,f r e eな g e o m c t r i c a l l l y

finite な Klein群 である。 G*の  limit set A(G*)は cusped parabolic fiXed poれ ts          l

と points Of approximationからなる集合である。ここでは G中の元の isOmetric circle     l

の半径と points Of approximationの関係,A俗 す)の HausdoFff次 元と,lG*―の PO・incaF6    1

次元の関係等について述べる。

25。佐 々木  武  彦 (山形大教育)ク ライン群の nest部 分群 について

Abikoffは 残留極限集合の研究に於て web部 分群を定義し,そ の後 Abikoff―Maskitは

web部 分群は web群 であることを示 した:残 留極限集合の見地から nest群 が自然に考えら

れるが,こ の講演では有限生成クライン群の nest部 分群を Abikoff流 に定義してやると nest

部分群が nest群 になっていることを報告する。さらに応用を一つ述べたい。
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2a l佐々木 武 彦 (山形大教育)Koebe‐ Maskitの 定理について

Gを 有限生成クライン群とし,|ムじ1稚1を Gの 成分の集合とするときMaskitは EDIA4(ムt)

の収束を示し, 2乗和収束はどうかという問題を提起した。但しDIA(ムι)は 4tの spherical

diameterで ある。この講演では α>2の ときΣDIAα(ムじ)の収束がいえることを報告する。ま

た2乗和収束がいえるある ciassに つぃても述べたい。

27.高  瀬  正  仁 (九大理 )内 分岐域における正則函数の零面 について

岡潔は,論 文(2)で,「一般に,内 分岐域上の固有面は,局 所的にすら,一 個の正則函数の零点集

合として表わされえない」と述べている。その後,H.Grauert― R.Remmertは ,論 文(1)で,

そのような内分岐域と固有面の実例を与えた。その例は,次 元 ≧3,葉 数 ≧2に ついてのものだ

が, 2変 数 ・2葉 の場合にも同様の例を作ることができる。

ここでは,そ のような例をあらしめてぃる背景を考察 し,「完備連続系」の概念による解釈を与

える。また,内分岐域において,既約な正則函数の零面の既約成分の分布の状勢が任意でないこ

とにも言及する。

(1)Ho Grauert et R.Remmert,Singularitaten komplexer Mannigfaltigkeiten und

Ribmannsche Cebiete,Math.Z。 ,67(1957)

(2)K.Oka,Sur los f6nctions analytiques de plusieurs variables,VIII.Lemme

fohdamentale,Jo Math:Soc.Japan,3(1951)                              .

28。高 瀬  正  仁 (九大理)解 析性の空間における固有面について

π複素変数 Zl,Z2,………,Zπの空間 Cη(Z)上の内分岐域をすべて考えて,そ の全体を θで

表わす。2つの域 "ιl〒(Xι,9じ),J=1,2に っいて,Xlと X2の 間に1対 1解析的変換が存在す

るとき,κlと κ2は同値ということにして,同値類の空間をbで表わす。各々の同値類 Ω∈りを

「解析性の空間」と呼ぶ。解析性の空間 Ωにおいで, 3種類の基本的な固有面が存在する。

(1)分岐面,(1)右 理型函数の極面,(Ⅲ)正則函数の零面。これらの固有面について,以下のこ

とを示す。

1.固 有面(Ⅱ)は,局 所的には任意である。

2.分岐面ではありたないような正則函数の零面が存在する。

3.い かなる正則函数の零面でもありえないような分岐面が存在する。
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29.竹  腰  見  昭 (京大数理研)On weakly l‐ complete surfaces withOut nOn‐

constant hO10morphic funct:ons

複素多様体Xが 弱 1完備曲面であるとは,xが 複素2次元多様体であって,x上 |三c∞級の多
重劣調和函数 0で ■c=lκ∈xl。(κ)<cl(cは任意の実数)が xで 相対コンパクトであるもの
が存在することとする。但しxは 非コンパクトとする。0(x)(解(x))でもってχ上の正則(有
理型)函 数全体 を表わすことにする。この時次が成立する。

定理JoXを 連結な弱 1完備由面とする。こあ時 θ(χ)=Cか つ π(χ)≠Cで あれ|ま:各 Xc上
には正曲率をもつ直線束が存在する。従って χcは 高次元の複素射影空間のある開集合の閉部分
多様体として実現されるもなお αχ)≠Cの 時はχは正則凸であることが大沢健夫氏により示さ
れてお り,

画試ユ:砂め掛
′
ボ尻扇万鶴=蕩 趾琢軍爾ぷ「c,

30。木 村  郁  雄 (ネ申戸大教養)正 則関数のイデアルにつぃて

Xを 領域 D⊂ c"に おける解析集合, Iを そのイデァル層,Jを D上 の連接的なイデアル層で
次の条件をみたすものとする。

I=radJか つ II(χ-4)=JI(χ ―∠)。

ここで4は χの解析的閉部分集合である。さらに4の 各点αにおいて芽 4αは xの 芽 χαのどん
な既約成分も含まないとする。

定理.I=Jで あるためには profスαJ≧1で あることが必要十分である。

ここでθはD上 の正則関数の層である。

以前に得られた同様の結果は prOfを 使ったため必要十分の形ではなりたたなかったが,上 記
によって改良された。

31.喜  多  通  武 (金沢大教養)・野 海  正  俊 (上智大理工)多 価函数の積分に
付随するコホモロジー群の構造について

PI(z),。…・・,L(Z)を η変数多項式,41,……,42を有限次元 0-ベ クトル空間7上 の線 型写像
とし,対 数極をもつ接続形式 ω=ИldP1/Pl+…+∠π″悦′P"を 考える。Pl…Pπの定める C2内
の因子Dの みに極をもつ,cπ 上の有理ρ―型式の代数的層を Ωρ(*D)と書き,ω の定める
0°(*D)①7上 の接続 フωをとる。

17ω
力゙積分可能なとき,Deligne_Grothendieckの 比較定理

から,コ ホモロジーの同型

V^f : dF+ co rt?
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Hす(C千＼D;Sω )3Hす (α;Ω:←D)①■ 7ω) が́存在する。ここで Sω lま71か ら1解析的|千定

まる Cm＼ D上 の局所系である。我々は,一 般の位置にある超平面の配置を含むような,あ る代

数的条件で定まる因子のィラスを設定し,そ れに対して,松 島村上型の消滅定理

「p(Ci:Ω
°
(*b)①Z 7ω)=0(pキπ)

を示す。

32.木  塚   崇 (東北本翠)P2上 の第二種特殊型有理函数

二次元射影空間 P2上の有理函数ノの定数面の既約成分からノの不定点を取り去ったものをノ

のpr」燒θα"θ と言う。primitiVeな有理函数のほとんどすべての prime curveが 種数0

であるとき,ノは P2の双有理変換によって,一 次函数に帰着する。したがつてこのようなノを

調べるには,P2の 正則自己同型すなわち射影変換によって分類しなければならない。ノ?ほとん

どすべての prime curveが C(Cホ〕と正則同値のとき,ノ をP2上の第一種 〔第二種〕特殊型

有理函数と呼ぶ。P2上 の特殊型有理‐関数を決定するという問題は,‐P2上の代数曲線Cで,P2_c

が超越的正則自己同型をもつようなものを決定するという問題と密接な関係がある。又,特殊型

有理函数の族自身も,非 常に興味深い性質
・
をもっている。第二種特殊型有理函数は,Dr,Ho Sait6

の最近の研究によって決定されている。ここでは,第 二種の特殊型有理函数について概説する。4

33。

'4:吉

 洋  二 (阪大毅養)Oniversal COVeri^g spaces of Certain quasト

projectiVe algebraic surfaces

複素数体上の既約で非特異な2次 元準射影代数多様体Xの 一意化定理として,次 の GriffithS

の結果がある。(Annlof Math。 94(1971)。)

Xの 任意の点κに対して,χ のザリスキー近傍Mで 以下の性質をみたすものがとれる。

(i)有 限型のリーマン面Rと 有理正則写像 π:M→ Rが 存在して,C∞ 1 0Cally trivial

■ ■ fib・ratお nに なる`さ らにRIの普遍被覆は単位円板Dに なる。        |

(1)任 意の ρ∈Rに 対して SP=π
~1(p)は

既約;非 特異なリーマン面で,=定 の有限型 (g,

π),2,-2+π >0で ある。

.(m)Mの
書遺被覆=|ま位相的には 14と 同値で,解 析的には C2内 の有界正則領メと同値で

ある。
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ここでは,上 記の商と'次元球体 島 又は2次元多重円板 D2と の関係を問題にする。以下 R

は開リーマン面とし,(払 π,R)の ホモトピックモノドロミー群をπとすれば,次 の結果が得ら

れる。

定理1.″ は32とは双正則でない。

系.  ″ はどんな強擬凸領域とも双正則でない。

定理2.π が有限群⇔ :すべての SPは互いに等角同値である。

πが無限群― あるSらとsみは等角同値でない。

定理3.π が有限群∈⇒.″とD2は双正則である。

πが無限群― ″とD2は双正則でない。

さらに

わかる。

定理 4.

34.泊 ‐

G.Bo Shabatの 結果より,″ の解析的自己同型群

ヽ

Aut(2)に関しては,次のことが

,πグ無限群⇔ Aut(ル) は離散群である。
ｌ

Ｃ

ヽ

ｌ

ノ

Ｒπ
λθ)の

難

昌 孝 (京大数理研)2次 元弱楕円型2重点の幾何学的特徴づけについて

二次元正規二重点 (4o)に ついて,blowing up at pOintと 正規化 をくり返 し,特 異点解消

を構成 し固定する。今,各 正規化 Tは ,何 回かの b10wing up a10ng P.(γT回 とする)に 分解

される。      |

定理。上記仮定の下に,次 は同値である。

(|)sup γ T=1,

(1)算 術種数 Pα=1。

ただし,鳥 とは,‐特異点解消 (40)← (■ス)を 用いて,Pα =suplPα (D)|フ上の因子 D>

0,IDI⊂ ス|で 定義 され,特 異点解消のえらび方には依 らない (Wagreich)。 Pα=1な る,二 次

元正規特異点は 「弱楕円型特異点」 と呼ばれている。
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35.都  丸

て

正 (群`馬工高専)あ る種の正規二次元特異点の 硫一
種数の値につい

正規孤立特異点に対して渡辺公夫氏により定義された 齢一種数は現在までに具体的に計算出

来るものとしては,quasi―homogeneous hypersurfaceの とき,また二次元に限ってである

が Cホーactionを 持つとき (hypersurfaceと 限らない),及 び cusp singularityな どであ

るが,我 々は上記以外のもので,あ る種のものについて 務 が計算出来ることを示す。

定理。(X,κ):正規二次元特異点 π:χ→(x,")を 解消,π
~1(")=急

五ιは n9rmal crossing

l15量は
篤L回

|る。イ旦し 働=genus bf 4J, ん は んκが

integral d市iSOrとなる最小の肇数 ん。これを用いていくつかの具体例 について 務 を計算出

来ることを示す。

36.渡 辺 公 夫 (筑波大数学)An examp16 0f lurely 611ip●C singulari●eS

(X,κ)を π次元正規孤立特異点とし,"の (十分小 さい)Stein近 傍 Uを 一つ選ぶ。

Γ(U一lκl,0(πん))の元で,υ一|“1上の正則 π tt π型式とみたとき,κ の近傍で Lγπ二可

積分となる元全体のなす部分空間をL2/m(び_lκl)と表わす。このとき特異点 (X,")の π一

種数 端 を 鑑 =dim「 (び一lκl,0(πん))/L2/π(び_|"|),(π≧1)で定義する。さて,す べての

π≧1に 対して,鑑 =1と なる特異点を糸屯楕円型特異点 (purely elliptic singularity)という。

今までに Hilbertのモジュラー群からきまる (一般次元の)cusp特 異点と,weightの 総和が

1となる擬斉次多項式で定義される特異点力ヽ 純楕円型特異点の例として知られていた。ここで

は,ノニZP tt ZP十・…・・十″ 十zOzl・・…・助=0(Σ(1/αじ)<1)で 定義される特異点も純楕円型特異

点であることを報告する。さらに,ノの変形に現れる特異点,ノの b=関数の minimal exponent,

及び,|ノ=01の resolutionについても言及する。
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37。若 林   功 (東京農ェ大)非 斉次線型微分方程式の可解性

Xを 2次元 Stein多 様体,Dを X上 の正則ベクトル場で特異点をもたず,積 分曲線は χ内
の閉解析的集合となっているものとする。このとき次を得る。

定理 1.切 r=σが任意の正則函数 ′に対して解ける。

⊂⇒ (|).各 積分曲線は単連結。

(‖)共 役な積分曲線は存在しない。

(m)各 積分曲線の位数は 1。

(IV)各 積分曲線を1点 と見なして作られる空間 Xは 開 Riemann面 又は Pt

注。(|)～ (lv)があれば xぱ steinで なくても解ける。

又,ア の構成に関して次が示せる。  ‐

定理2.Jを η次元複素多様体 χ上の固有面 (既約)の正則な族とする。ダは共役な固有面
なしとする。

⇒Jの 各固有面を1点 と見なしてリーマン面が作れる。
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別 ‐講 演

浦 田 敏 夫 (愛知教育大)日nteness Of HolomorphiC SuttecJonS

X,Mを compact既 約複素解析空間,S=|ノ∈HOl(X,M);ノ(X)三MIと する。次の問題を思い

出す ([3]):

Mが 小林の意味で双曲型ならば,Sは 有限か?

M=R,種 数 g≧2の compactlRiёmann面 の時,Sは 有限である (Fra五こhisの 定理)6この時

Rの 普遍被覆面は Cの 単位円板であり R上 には負の GauSs曲 率を持つ Kahlёr metriこが

存在する。この様な事実に応 じて,次 の事が証明される ([7])。

:定理 1.‐〃 上に負の正則断面曲率を持つ Her面itiatt mёtriこんが存在する時,Sは 有限ど

定理 2。 Mが CaratheOdory―hyperbolicの 時,Sは 有限。

定理 1, 2の 場合 Mは 双曲型であるから,[5]よ り
'|ノ∈Mer(X,M);ノ (X)=″|も 有限である。

証明の方針.Hol(X,M)は 複素解析空間の構造を許じ X×HOl(X,M)か ら Mへ の写像 0(",メ

=ノ(κ)(κ∈X,ノ∈HOl(X,M))は正貝Jである。Mは compact双 曲型であるからHol(X,M)は

compactで あり,Sは Hol(X,M)の compact subvarietyである。ヨノ∈S,ヨ ν∈Ъ(S)

に対して正則写像 α;X→T(M)を α(χ)=(ω″)*νによって定義する (κ∈X),こ こに

のェ=0し ,。);S→M。 この時 Γ=α(X)は T(M)の compact subvarietyである。

命題3.dimc S>0の 時,T(M)の compact subvariety Γが存在して (|)「キ0;T(M)

→″ の零切断 (1)τ (Γ)=M。

定理1, 2の証明はMの 正則接束 T(M)に対して命題3の結論が成立しない事を函数 ‖ν‖
2

=ん(ν,フ)(ν∈T(M))又は CaratheodOry metric EM(ν)(ν∈T(M))に対する最大値原理から

示す事によってなされる。

さて,T(M)<0(Grauertの 意味で)の時 ″ は双曲型である。この時には

定理 4.T(M)<0の 時,Xか ら Mへ の非定値正貝J写像は高々有限個 しかない。従って

|ノ∈Mer(X,M);dimcノ (X)>01も有限。

最近 Kalka―Shiffman―Wong[2]は 同様の方法でいくつかの Rigidity thёoremsを 示 した:

定理 5。Mは Kahler,M tt RicM≦0さ らに Euler標 数 χ(M)キ0の 時,Sは 離散的であ

る。
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堀内 龍 太郎 (京都産大理)コ ンパクトリーマン面上の与えられた位数 をもつ有理型

関数について

1.″ を genus g(≧ 2)の compact Riemann面 とする (以下[4]を参照)。9を ″ から″

の Jacobi多 様体 J(″)へ の Jacobi準 同型とすると,J(M)の 部分多様体が次のように定義さ

れる:″r=19(D)IDは 次数グの正の因子|,解 =19(D)IDは 次数γの正の因子で,そ の因子

(ハ=(ガ 。一(Jl∞が 一Dの multipleで ある有理型関数 ノのつくるベクトル空間の次元 J(D)≧

J。 昭≒+71=lπ tt υl%∈И催1,υ∈嘱|は ,暉 の部分多様体であり,畔 でのその補集合を И暉=弓
ノ

で表わす:"ィ の各点κに対し,位数rの有理型関数ノで ,((p∞)=κ,ι((p∞)≧νなるものが

存在する。畔 +φ(1≦ν≦γ≦g-1)な らば γν―(ν-1)(g+ν)≦dim:暉≦γ-2ν+2で ある。ここ

で左の不等号及び等号は ,〃 の成分の最低次元数に対し成立する。

2.Brill_Noether予 想の一つ:“二般の
"Riemann面

に対し dim畔 =″ ―(ν-1)(gtt ν)

は Griffiths_Harris 13]により解かれた([8]参照)。これょり
“一般の"Rieman五

面に対し,

ッー(ν-1)(g十の≧0な らば w/+φ,従って位数 γ≧ザ の有理型関数の存在が分る。

ヤ´ 12-|)と|+2)

争― 夕」 ■

`二 aラγ

[2]

[3]

[4]

謄

．
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3.除外される面は存在する。たとえ|ざ超楕円的面がそれであることは知られている、が,それ

も含めて次が成立する ([1],[2]):Mをgenus g>49~■1の j卜超楕円的面 (genus σの R"―

五五五五宙あ2枚 あ被覆面)と し,ノ を″ 上の社数 π<g+1-2σ の有理型関数とするとノ〒ガ・ら

ここで Jg-1は0卜超楕円的対合。よってノは M/IJg―1上 の有理型関数の引き上げでπは偶数である。

従らそM上 に奇数位数π<g+1■2σの有理型関数は存在しない。

4.与 えられた位数πをもつ有理型関数の存在,非存在によりgettus g≧2の RiemaIIn面

を分類する。
‐
まず Riさmann_R6と hの 定理 にょり あ≧g+1な らばすべての面は位数 πの有理型

関数をもつ。η=gの 場合,奇 数 genus gの 輝楕円的面のみが位数 gの 有理型関数をもたない

([5]:1[6],[12]):π=g-1の 場合,g≧ 4な ら'螢偶数 genus gの 超楕円的面のみが位数 g-1の

有理型関数・をもたない([9],[6D。証明には一般化されたloliffOrdの定理([4],[6],[10])及びそ
=二 ■ ‐  ■

               ,れ :す1超桔円的面に対 し た _1キφが示 される。の一般化であるMumfordの定理[11]が用いら

これは[12]の一問題に解答を与えている。Martens[9]は更に射影空間内の非退化曲線のgenuS

に対する Castelnuovo.の評価式等を用いて,genus g≧ 15の コmmann tt Mに 対し

属;-2=φなら| Mゞは π一超楕円的 (π≦2)で あることを証明し,genus g≧ 15の 2-超楕円的

面で位数 g-2の 有理型関数をもたぬものがあるかを問題とした。これに対し,genus g≧ 12

の 2-超 楕円的面は I確_2キφであることが示された[7]6これにより genus g≧15の Riemann

要IE年警,T:?有平響甲
撃
11千 F) ?`は

奇
警genuSの超楕円的面及び1-欅楕甲的面のみ

である。

1 ′

[1]

[2]

13]:

[4]

[5]

Accola, R.D.M., Proc. Amer. Math- Soc.26 (L970)'

Farkas, H. M., Ann. Math. Studies 79 0974) -

Griffiths, P. and Harris, J. Duke Math. J.47 (1980)'

Gunning, R. C., Jacobian varieties, Princeton Univ. Press, Princeton, N. J.$97D'

Hensel, K. and Landsberg, G., Theorie der algebraischen Funktiolen einer

Variablen. Chelsea. reprint' 1965.

t6l Horiuchi, R., J. Math. Kyoto univ. 21,2 (.'981)(to appear).

[7], Horiuchi, R., Japanese J. of Math. (to appear)'

tel Maitsiniotis, G., S€minaire BOURBAKI 33e ann€e, 1980/81' n'571.

tgl Martens, G., Jour. reine Angew. Math. 320 (1980)'

hol Martens, H. H., Jour. reine Angew. Math. 2n 0967),233 (1968)'

[ff ] Mumford, D., Contributions to Analysis, Academic Press, t974'

[tZ] trtamba, M., Lecture Notes in Mathematics, 767 S'pringer-Verlag.

-22-








